
1

GIFU PHYSICAL THERAPY ASSOCIATION NEWS

（公社） 岐阜県理学療法士会 広報誌　http://gifu-pt.jp/

らいちょうらいちょう No.146
2023.8.25 発行

目次 巻頭言………………………… 2・3
理事・役員紹介……………… 4・5
受賞紹介……………………… 6・7
各活動報告…………………… 8・9

倫理・研究開発委員からのお知らせ
　………………………………… 10
会員の声…………………… 11・12
賛助会員………………… 13 〜 19



2

第33回  岐阜県理学療法学会学術集会を終えて

第33回岐阜県理学療法学会学術集会
準備委員長　大竹　卓実

（医療法人徳洲会　大垣徳洲会病院）

　令和5年6月11日（日）第33回岐阜県理学療法学会学術集会を開催し、「Re〜再び・二たび～」
を学術集会テーマに大垣市情報工房にて開催致しました。学術集会会長の辻量平先生（医療法
人徳洲会　大垣徳洲会病院）とともに準備委員長として携わりました。本学術集会の運営には
様々な方のご協力をいただき、準備委員の皆様には学会の立案、演題の決定、プログラム構成、
広報活動、後援依頼など多大なご支援賜り、当日の運営には30名以上の西濃支部県士会会員
の方々に協力いただきました。また、岐阜県、大垣市、西濃医学会、岐阜県看護協会、岐阜県
作業療法士会、岐阜県言語聴覚士会、岐阜県介護福祉士会からの後援を頂戴し、大塚製薬工場
様、松本義肢製作所様、株式会社ケア様、昭和貿易株式会社様、株式会社インターリハ様の5
社に企業出展の御協力いただきました。この場をお借りしてご協力いただきましたすべての関
係者の皆様に感謝申し上げます。
　今回の学術集会はコロナの状況における5類移行後の対面開催の学術集会となりました。会
員の皆様も移行後となりどうなるかわからない状況で、参加していただけるか不安もある中、
今回初の試みである事前参加申し込みを行っており事前申し込み時点で230名を超える申し込
みがあり当日参加者を含めて、参加者309名という多くの方々に参加いただき開催できたこと
をとてもうれしく思っております。
　多数の試みにチャレンジを行っています。演題登録システムの使用、事前参加登録、ポスター
発表、シンポジウムと新しい挑戦も行うことがありましたが準備委員の皆様、当日ご協力いた
だいた運営スタッフの皆様の対応にて実施することができました。
　当日は、京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系 専攻 運動機能解析学分野 教授 黒木裕
士先生をお招きし「再生医療と理学療法～大腿骨の骨壊死に対する臓器・組織移植と細胞移植
に注目して～」というテーマでご講演いただきました。最新の知見を踏まえ分かりやすく解説
いただき今後の臨床に生かしていける大変有意義な機会となったと感じております。
　一般演題26題、ポスター発表6題、シンポジウムと演題を登録していただき、誠にありがと
うございました。状況に関わらず、日々切磋琢磨して過ごされている会員の皆様のご協力にて
開催できたことに心より感謝申し上げます。また、査読をご協力いただいた西濃地域の皆様、
座長の皆様、参加してくださった皆様、本当に皆々様のご協力の賜物だと思います。
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　最後になりましたが、本学会を行うにあたり準備委員として1年前より準備を進めてきまし
た。無事学会の運営を終えることができました。ご協力いただきました皆様にあらためて心よ
り感謝申し上げます。学術集会にここまで関わる機会はなく沢山の方に支えられて行われてい
る事がわかり大変貴重な経験となりました。
　今後も自分たちの住み慣れた地域に理学療法士としてどう関わっていけるのか考え、できる
ことを進めていきたいと思います。



理事紹介

会長
東可児病院
村雲　憲

会員の皆さんが県士会の活動
に関わるきっかけをたくさん
作りたいと思います。これか
ら2年間、どうぞよろしくお
願いいたします。

副会長
平成医療短期大学
河合　克尚

皆さんのご意見やご要望をど
んどんお聞かせください。皆
さんと一緒に県士会を盛り上
げていけたらと思います。よ
ろしくお願いいたします。

副会長
岩砂病院・岩砂マタニティ
久保田　将成

県士会をもっと身近に感じて
いただけるように、繋がりの
輪が広がるように努めてまい
ります。よろしくお願いいた
します。

事務局長
山内ホスピタル介護老人保健施設
吉井　秀仁

会員の皆様にとって有用な岐
阜県理学療法士会を目指しま
す。士会活動への参加宜しく
お願い致します。

岐阜清流病院
小野　晶代

前期に引き続き支部局を担当します小野で
す。コロナ禍に出来なかった市町村単位での
活動が増えてきていま。地域住民の健康増進
や予防的介入ができ、信頼される団体になり
たいと思いますし、会員の皆さまのご協力を
賜りたいと思います。よろしくお願いします。

合同会社リハの木
岸本　泰樹

理学療法士の職域拡大のた
め、様々な取り組みにチャレ
ンジしましょう！優しく、楽
しく、皆さまと一緒になって
頑張ります！

岐阜保健大学
岩島　隆

2期目の理事となり、再度会
員皆さま方に協力できるよう
に頑張ります。学術のことで
わからないことがありました
らお問い合わせください。

平成医療短期大学
田島　嘉人

「理学療法士ってすごい！」を
多くの人に届ける機会をもっ
と作りたい！これからの理学
療法士の発展のために。

中部学院大学
三川　浩太郎

県士会の皆さまが、もっと学
術面に興味を持って頂けるよ
う、引き続き、微力ながら精
一杯努力していきます！よろ
しくお願い致します。

株式会社　ひまわり
田町　淳

高山市と飛騨市で療法士15
名と共に在宅サービスを提供
中です。脳卒中片麻痺治療・
介護予防・フィリピン人雇用
促進など地域の元気な生活を
支えます。元気な笑顔が循環
する町を理念に日々挑戦して
います！

新生病院
伊藤　康行

今期から理事に就任致しまし
た伊藤と申します。県士会員
の皆様に少しでも有益な情報
をお届けできるよう尽力して
参ります。どうぞよろしくお
願い致します。

山内ホスピタル
村木　佑麻

若輩者ならではの目線を大切
にして活動していきます。よ
ろしくお願いいたします。
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部署・役職名 氏名 勤務先

会長 村雲 憲 東可児病院

副会長
河合 克尚 平成医療短期大学

久保田 将成 岩砂病院・
岩砂マタニティ

理事

村雲 憲 東可児病院

河合 克尚 平成医療短期大学

久保田 将成 岩砂病院・
岩砂マタニティ

吉井 秀仁 山内ホスピタル
介護老人保健施設

小野 晶代 岐阜清流病院

岸本  泰樹 合同会社　リハの木

岩島 隆 岐阜保健大学

田島 嘉人 平成医療短期大学

三川 浩太郎 中部学院大学

田町 淳 株式会社　ひまわり

伊藤 康行 医療法人社団橘会
新生病院

村木 佑麻 山内ホスピタル

事務局

事務局長 吉井 秀仁 山内ホスピタル
介護老人保健施設

事務副局長 村木 佑麻 山内ホスピタル

財務部長 大場 かおり 平成医療短期大学

財務副部長 鳥澤 幸太郎 山内ホスピタル

会長付政策担当 田町 淳 株式会社　ひまわり

事務局監事 田中 利典 友愛会　介護本部

学術局

学術局長 岩島 隆 岐阜保健大学

学術副局長 三川 浩太郎 中部学院大学

研修部長 笠野 由布子 中部学院大学

教育部長 澤村 彰吾 平成医療短期大学

理学療法士講習会部長 児島 良典 羽島市民病院

生涯学習部長 小久保 晃 岐阜保健大学

学術誌出版部長 山田 智稀 山内ホスピタル

学会運営部長 三川 浩太郎 中部学院大学

令和5年度大会長 辻 量平 大垣徳洲会病院

令和6年度大会長 桐山 伸也 高山赤十字病院

東海北陸学会運営部 舟木 一夫 羽島市民病院

社会局

社会局長 久保田 将成 岩砂病院・
岩砂マタニティ

社会副局長 伊藤 康行 医療法人社団橘会
新生病院

こども福祉部長 三浦 大介 岐阜県立多治見病院

共催事業部長 伊藤 康行 医療法人社団橘会
新生病院

広報部長 矢代 真也 岩砂病院・
岩砂マタニティ

部署・役職名 氏名 勤務先

社会局

IT部長 寺倉 篤司 西美濃厚生病院

厚生部長 名和 敏晃 介護老人保健施設
喜の里

調査部長 小鳥川 彰浩 久美愛厚生病院

災害対策部長 辻 量平 大垣徳洲会病院

地域包括ケアシステム
推進部長 鵜飼 浩史 近石病院

渉外事業担当 岸本  泰樹 合同会社　リハの木

研修事業担当 鵜飼 浩史 近石病院

職能局

職能局長 田島 嘉人 平成医療短期大学

職能副局長 富田 純也 近石病院

診療報酬対策部長 浅野 浩一郎 岐阜清流病院

障がい福祉・
介護保険対策部長 馬場 隆幸 訪問看護ステーション

ほのぼ

人材育成サポート部長 今津 統紀子 平野総合病院

メディカルサポート部長 堀 丈裕 つちや整形外科

地域職域連携推進部長 富田 純也 近石病院

支部局

支部局長 小野 晶代 岐阜清流病院

支部副局長 小林 弘明 岐阜県総合医療
センター

岐阜支部長 武藤 智輝 岐阜市民病院

中濃支部長 松岡 伸幸 中部国際医療センター

東濃支部長 正村 駿 訪問看護ステーション
陶の里

西濃支部長 戸部 一隆 大垣市民病院

飛騨支部長 藤川 誠也 久美愛厚生病院

常設
委員会

選挙管理委員長 岡山 好男 市立恵那病院

研究開発部長 留田 隆志 中濃厚生病院

表彰委員長 熊崎 康将 岐阜県総合医療
センター

規約審議委員長 熊崎 康将 岐阜県総合医療
センター

倫理委員長 舟木 一夫 羽島市民病院

政治参加特別委員会 藤本 佳希 八幡病院

常設委員会監事 舟木 一夫 羽島市民病院

代議員

和田 範文 揖斐厚生病院

河合 克尚 平成医療短期大学

原 司 特別養護老人ホーム
 シクラメン

久保田 将成 岩砂病院・
岩砂マタニティ

監事
有田 志保美 多治見市民病院

棚橋 一憲 棚橋一憲税理士事務所

相談役 舟木 一夫 羽島市民病院

事務所 伊藤 友紀 公）岐阜県理学
療法士会事務所

役員名簿
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協会賞受賞

空を泳ぐ雲のように
羽島市民病院　舟木一夫

　この度は、日本理学療法士協会「協会賞」という大変名誉ある賞をいただき、心から感謝申し
上げます。本当にありがとうございます。これもひとえに岐阜県理学療法士会会長をはじめ役
員の皆様、会員の皆様、職場の皆様方のご指導とご協力の賜物と感謝申し上げます。
　人は1日に最大35,000回もの決断をしていると言われます。人生は選択の連続で、幼児期
からの何気ない選択が今の自分を形成しています。どこかで違った選択をしていれば環境も変
わり、僕の人生も変わっていたかもしれません。そもそも機械系のエンジニアになりたかった
僕でしたが、理学療法のことを何も知らないまま養成校への進学を選択しました。その後、少
しずつ理学療法の魅力に取り憑かれ、空を泳ぐ雲のように自然の成り行きに任せて今までやっ
てきました。誘われたら顔を出してみる、誰かが望んでくれるなら引き受ける。そんな自然の
成り行きが、士会活動参加から会長までの歩みだったように思います。
　理学療法士会の活動を通していろんな経験、いろんな人と出会いました。経験や出会いは財
産になりました。誰かと出会うことで、全く違う世界が見られたり、進むべき道も変わります。
人生そのものも変わっていきます。一生で出会える人の数はおよそ30,000人、学校や仕事を
通じて近い関係になる人は3,000人だそうです。士会活動に参加することで出会える人が増え
れば、魅力ある人生になるはずです。空を泳ぐ雲のように成り行きに任せて、一緒に士会活動
をしてくれる会員が増えることを期待しています。
　岐阜県理学療法士会の発展を祈念すると共に、これ
からも微力ながら士会活動に協力させていただこうと
思います。
　ありがとうございました。
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会長賞受賞

岐阜県総合医療センター　平工実奈子

　今回はこのような機会をいただきありがとうございます。現在、私が参加しております、下
呂市地域療育システム支援事業は、医師による診断や保護者の相談を主とする「専門相談」と、
こども園など実際のこどもさん達の生活の場へ出向き、生活をしやすく、保育をしやすく、お
子さんを理解しやすくするために関わり方や環境設定を提案をさせていただいたり、実際に
お子さんと関わる場を設けて地域のスタッフの方と一緒に検討したりする「スタッフ支援」を
行なっています。もとは、岐阜県の事業ですが、下呂市は市独自で実施しており、私自身は、
2008年より参加させていただいています。対象となるのは主に発達障害（自閉症スペクトラ
ムなど）の要素を含むお子さん達です。発達障害は、最近、日本理学療法士協会の小児分野も
注目し、研修など開催していますが、まだまだ理学療法士の介入が少ないのが現状です。発達
障害のお子さん達に関する相談内容は、走り回る、こだわりがある、コミュニケーションがと
りにくい、不器用、椅子に座っていられないなど、運動機能から認知面、情緒面、ADLまで
現場の悩みがリアルに挙がってきます。運動機能としては、麻痺もなく、動きも早いため、な
かなかとらえにくいですが、理学療法士はやっていないからできないのではなく、理学療法士
の視点からも何かしら力になれるのではと、保育士の先生や保健師、学校の先生方などと多職
種連携し、そして目の前のお子さん、親御さん含め、皆さんの悩みや期待や要望にお応えする
ように自分なりに丁寧に答えることに努めてきました。
　お子さんとの関わり方やアプローチ方法は、本やネットの情報をはじめ、多岐にわたります
が、お子さん一人ひとり、親御さんも様々、保育士さんも様々ですので、普段の臨床場面と同様、
そのお子さん、親御さん、スタッフにあった提案方法が必要となります。下呂市のスタッフの
方々は本当に丁寧にお子さんに関わっておられ、そのお手伝いとして、自分なりに対応してき
たことがこのように表彰していただけたと感じて
います。理学療法士として迎え、育てていただい
た場所ですので、引き続き下呂市のために自分な
りにコツコツと取り組んで行けたらと思っていま
す。そして、最後にこのような取り組みに理解し、
派遣してくださった前の職場である下呂温泉病院、
そして今の職場である岐阜県総合医療センターの
方々に感謝いたします。
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～第33回岐阜県理学療法学会学術集会にて、優秀演題の表彰式を執り行いました～

学会評議員会より

　令和5年6月11日開催の第33回岐阜県理学療法学会学術集会（じゅうろくプラザ）の閉会式に
て、最優秀賞1名、奨励賞2名の表彰式が執り行われました。
　選出方法は、抄録の査読結果より表彰対象者を6名選出し、当日の開会式直後のセレクショ
ン演題セッションの発表内容にて、最優秀賞1名、奨励賞2名が選出されます。以下に受賞者
をご紹介します。

　受賞者の皆様、誠におめでとうございま
す。皆様の今後の益々のご活躍をお祈りい
たします。
　なお、受賞された皆様の発表は、論文と
して岐阜県理学療法士会学術誌第28号に
掲載予定です。
　本会の学術向上のため、今後も皆様の活
発な演題発表、学術誌への寄稿をお願い申
し上げます。

学会評議員長　三川　浩太郎 写真左から山藤先生、渡辺先生、村雲会長、石黒先生、辻学会長

石黒 翔太郎先生
（よこた整形外科）

座位時の殿部痛に中殿皮神
経が関与したと思われた2
症例

最優秀賞 奨励賞

山藤 滉己先生
（山内ホスピタル）

人工膝関節置換術術後患者
における術前の運動恐怖と
退院時の身体機能との関係

奨励賞

渡辺 伸一先生
（岐阜保健大学）

人工呼吸患者におけるICU
関連筋力低下と早期リハビ
リテーションおよび栄養療
法との関連：多施設研究
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　6月11日（日）各務原市プリニーの市民会館・中
央ライフデザインセンターにて開催されました

『健康フェスティバル』に、10名のスタッフで参
加しました。
　ロコモティブシンドロームに関するテストで、
2ステップテストと立ち上がりテストを行い、測
定結果に基づいた結果説明・運動指導』を実施し
ました。
　当日は雨にも関わらず、多くの参加者の方が健
康フェスティバルへ参加されておりました。理学
療法士協会のブースにはおよそ90名の方に参加
いただきました。比較ができるようなシートを作
成し、結果を説明させていただきました。

　 待ち時間や測定に関する説明に手間取る場面
が見られたため、来年に向けて対策を立てていき
たいと考えております。

日時：�令和5年6月4日（日）	   

8:00～15:30

場所：まきがね公園　体育館

スタッフ：5名（訪問看護リアン、

上矢作病院、市立恵那病院）

開催日時：2023年6月11日
開催場所：中央ライフデザインセンター
テーマ：
「慢性腎臓病（CKD）のことを知ろう
� ～学ぼうCKD、守ろう腎臓～」

活動報告

活動報告
東濃支部
健幸フェスタinえな

　令和5年6月4日、恵那市のまきがね公園にて健幸フェスタinえなが
開催されました。昨年は新型コロナ感染症の影響により縮小開催と
なっていましたが、今年はほぼ通常開催することとなり、参加させて
いただきました。天候も晴天で、多くの方が来場されていました。
　立ち上がりテストと2ステップテストのロコモ度チェックを実施
し、個別での運動や生活相談を行いました。
　立ち上がりテストでは、「こんなはずではない。」と、諦めず何度が
試す方もみました。自分が終了すると、家族や知人を連れてきて、紹
介し、楽しそうに競い合う姿もありました。
　思ったような記録が出ない方は、どうしたら良い記録になるかと、
熱心に聞いてきました。
　参加された方は100名ほどでした。数年前に、理学療法を実際に受
けたことがある方なども来場され、その時の理学療法のことを話して
くださいました。
　ここ数年のこういった活動の成果か、「理学療法士」という職種を
知っている方が増えている印象でした。
　今後も理学療法士という職業をより知っていただくため、イベント
を通して啓蒙活動を行っていきます。

市制60周年記念市制60周年記念 健康フェスティバル 健康フェスティバル
岐阜支部岐阜支部
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　皆さんこんにちは。研究開発委員会の留田（とめだ）と申します。
　岐阜県理学療法士会では、勉強会や研修会などで活動している研究会に対して、研究費を助成しておりま
す。令和5年度現在、岐阜県アスレティックリハビリテーション研究会、岐阜県糖尿病療養研究会、岐阜県
呼吸循環代謝リハビリテーション研究会の3団体が対象となっております。助成費は1年に3万円の支給とな
ります。研究会活動には条件が2点あります。一つ目は、現行では年度内に対外的に1度の研修会もしくは、
イベントなどでの参加活動など開催することが条件となっております。2点目は岐阜県理学療法士会員が3
名以上在籍していることとなっております。以上の条件を満たして、理事会で承認されれば研究会として活
動していくこととなります。ぜひ活動をもっと活性化したいや、対外活動でアピールしたい研究会がござい
ましたらご連絡ください。

研究開発委員会　中濃厚生病院リハビリテーション科　留田隆志
Tel：0575-22-2211　mail：rehabiri@chuno.gfkosei.or.jp

連絡先

研究開発委員会からです

　社会から理学療法士が期待される「責任」は多岐にわたります。職業倫理に対する社会的要求が高まる中で
理学療法士としての品性がますます問われる時代です。しかし、職業倫理観の不足や欠如に起因すると思わ
れる事故や事件の報道が跡を絶ちません。社会から信頼される職業であり続けるため、職業倫理は私たちの
根幹となります。(公社)岐阜県理学療法士会では、公益に資する団体として理学療法士が社会的に信頼され
る職業であり続けることを目的とした倫理啓発活動を行っています。

「国家資格取得者として自覚ある行動を」
◦�国家資格取得者は、その知識や技術が一定水準以上に達していることを国によって認定・保障されている

人です。法律によって一定の社会的地位が保証されますが、社会の信頼の上に成り立っているものです。

◦�業務上、業務外、故意、過失にかかわらず、社会の信頼を裏切る行為は免許の効力を失うことがあります。

◦�不祥事を起こすと大きく職種名が報道され、個人だけでなく、所属施設、所属団体の名誉を大きく傷つけ
ることになります。

◦�「悪気はなかった」「ちょっとした気の緩み」では済まされません。

理学療法士として自覚ある行動を心がけましょう
※�日本理学療法士協会でも理学療法士の倫理啓発に関する活動を行っています。協会ホームページで、倫理

啓発ポスター・動画などが見られます。ぜひ職場や研修会等での倫理啓発活動にご活用ください。

倫理委員からのお知らせ
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「◯◯◯愛」� 介護老人保健施設　山県グリーンポート　浅 川 義 堂
　皆さん、山県市はご存知でしょうか。
　まず読み方は「やまがた市」です。ご存じでしたか？山県市は自然豊かで、グルメではおしゃれなcaféや有名なジビエ料
理店、デカ盛り食堂もあります。是非Instagramなどで検索してみてください。
　私は今ここ山県市にある「介護老人保健施設　山県グリーンポート」で仕事をしています。
　これまで岩砂病院の回復期病棟と訪問看護ステーションを経験し、今年の4月に異動しました。私の声は、ここでの仕事
で二人の恩師から頂いた言葉をもう一度思い返す出来事をお話します。
　恩師からの言葉は、「君は愛があるリハビリができていますか」「相手に対して真摯に向き合いなさい」です。
　話は遡り私が回復期病棟に勤めていた頃、患者さんに「この病院を退院した後も、介護老人保健施設でリハビリは出来き
ますよ。今よりもう少し良くなって安心して家に帰れると思いますよ。」と声をかけたことがあります。しかし、患者さんは
不安な顔をしていました。
　そして今、ご利用者様から「ねぇ、いつになったら帰れるのかな。体はもう大丈夫だから帰りたい。」と不安な顔でお話を
されることがあります。私はそれが前の現場の患者さんの顔と重なりました。どう声をおかけしようか言葉に詰まりました
が、恩師からの言葉をもう一度思い返しお話をするとご利用者様は穏やかな顔をされました。
　「愛のあるリハビリ」その意味を「リハビリをするだけでなく、相手が何を感じて何を想っているのかを心の底から感じて
あげなさい」と私は受け止めています。
　当たり前のことに感じますがその当たり前が臨床現場で薄れ、私は言葉に詰まったと思います。今も回復期病棟勤務の時
に発した私の言葉には悔いが残ります。その時、介護老人保健施設のリハビリがどんな考えで行われているか、ご利用者様
が施設生活をどんな気持ちで過ごしているか、より患者さんと真摯に向き合えていればまた違う声かけが出来ていたと思い
ます。今、そのご利用者様からは「いつも私の話をまっすぐ真剣に話を聞いてくれてありがとう」と言葉をかけてくださいま
す。「真摯に向き合いなさい」という言葉の意味をもう一度考える機会をいただかなければ以前の私にこのような言葉はいた
だけなかったと思います。
　入職して間もない頃、「愛のあるリハビリ」の言葉をいただいて13年が経過しました。今もその言葉を大切にし、リハビ
リを通してご利用者様へ声をかけさせていただいています。
　題名に「〇〇○愛」と記しました。私は「家族の愛」「友人の愛」「理学療法の愛」「キャンプの愛」これらが入ります。そして、
この一つ一つに真摯に向き合い人生を送っています。
　皆さんならここに何がはいりますか？また学会などでお会いする時にお話出来ることを楽しみにしています。

臨床実習生を通して感じる変化� 公益社団法人 地域医療振興協会 市立恵那病院　鈴 木 寿 俊
　拙文ではございますが、寄稿をさせていただきます。
　私が大学を卒業後、理学療法士の職について早13年が経過しました。現在、当院では学生の臨床実習が行われており、
私は実習指導者という立場で一緒に取り組んでいます。事前に「臨床実習指導者講習会」を受講し、実習指導者としての基本
や在り方などを学ばせていただきました。
　私が学生として臨床実習に臨んでいた頃とは臨床実習の内容や指導方法が大きく変わったことを感じます。私の経験した
ものとは異なる臨床実習を指導することに四苦八苦し、日々実習生の方にとってどのようなものがより良いのかを試行錯誤
しています。振り返ると自身が経験した臨床実習では知識不足や未熟さを痛感し、実習指導者や職員の方々との差を強く感
じた記憶があります。学校や実習現場での課題をこなすこと、指導についていくことに精一杯でしたが、それを乗り越えた
経験が現在の自身を構成している重要な礎となっており、とても大切な経験をさせていただけたと深く感謝をしております。
　現在、学生を通じ改めて理学療法士を取り巻く環境の変化を強く実感しています。岐阜県 公式ホームページにて岐阜県

声会員の
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地域医療構想、地域包括ケアシステムについての記事を拝見しました。2025年問題が近づく中、理学療法士に求められる
こと、担う役割は刻々と変化していると思います。しかし、どのような教育や経験を経て、これからどのように世の中が変
化したとしても理学療法士としてQOL医療の質向上を追及することは普遍的であると思っています。
　以前は興味のある研修会に参加するためには遠方まで出向く必要があり、費用や負担が大きなものでした。今ではリモー
トで全国各地の研修会に参加できるなど自己研鑽がしやすい環境になったことはとてもよい変化であると感じています。私
も医療業界の変化に置いて行かれないよう、理学療法士の職に就く限り日々研鑽に務める心づもりです。
　臨床実習の在り方はより良いものとなるように変化をしています。どのような方法が正解であるか、私にはわかりかねま
す。そのため、実習指導者として関わらせていただいた学生の方々が今後、理学療法士としてどのような活躍をされていく
のか、また理学療法士を取り巻く環境がどのような変化をしていくのかとても楽しみです。

協会の体質について思うこと� 松波総合病院　荒 川 優 也
　まず初めに、ここで述べることについて所属先は一切関与せず、個人の意見であることを明確に申し上げます。また、こ
のような機会を与えて頂き、岐阜県士会役員の皆様には併せて感謝申し上げます。
　理学療法士協会は、2022年4月に卒後教育制度を見直し「登録理学療法士制度」をはじめとして、認定・専門理学療法士
といった独自資格制度を設けて、主に①ジェネラリストの育成、②質の担保を目指すと謳っています。考え方や言わんとし
ていることは理解できます。しかしながら、generalistの語源を辿り解釈をしていくととても違和感を覚えます。①に関し
て現状、若手の理学療法士の多くは基本的に一つの分野から指導を受けていく流れになるかと思います。クリニックであれ
ば尚更です。勢いのある若手が特定の分野で自分磨きができる環境があれば、仕事に対してモチベーションとなり組織は成
長していきます。要はスペシャリストが育つ環境です。
　5年かけて、さまざまな領域の教育をという流れですが、2年毎に報酬の改定があり数年毎に各分野のガイドラインの改
定も盛んに行われる昨今では、少し時代錯誤かと勘案します。
　極端な言い回しをすると、医療分野においてはスペシャリストの先にジェネラリストが存在してくると考えます。一般的
にジェネラリストの多い組織は成長を加速させにくいと言われます。私は、まだまだこの理学療法分野においては人材・組
織ともに成長を加速させていく必要があると考えます。
　②に関しても、大きな違和感があります。質とは何かと定義する必要があるかと思いますが、一番に感じる点は、他の医
学会総会において、参加した際に理学療法士協会の生涯学習ポイントの「読み替え」、「取得」がほとんど出来ないという現状
であるということです。多くは、主催する他の学会事務局より申請しても許可が降りない現実があるようです。（実際に、
作業療法士協会のポイントは取得できるが理学療法士協会はないものがいくつかある。）
　理学療法士協会のHPを確認するとポイントの取得要件のほぼ全ては協会主催のものとなっており、さらに相応の金銭的
負担を強いられる状況となっていれば、多くの協会員は違和感を覚えるのでないでしょうか。また、他の医学会（団体）から
しても、PTの参加者がいても協会は認めないというスタンスのメッセージにもなりかねません。「質の担保」というものは、
特定の組織内で詰め込んだ教育をすることでしょうか？
　チーム医療の推進と必要性が求められる中、他の医学会や団体主催の集会に協会員が積極的に参加し、発表し、多職種と
議論を重ねることで質はさらに向上・担保されると考えるのは私だけでしょうか。形式だった研修・教育システムの構築は
賛成ですが、現行の制度は理想が一人歩きし、登録・認定・専門理学療法士を取得した、または取得しようとしている者に
多くの時間的拘束（休日に研修を受ける必要がある）と年会費に加え、更なる金銭的負担をかけ、さらに他団体の集会の参加
はポイントとして認めないような体質や制度は、協会の成長を阻害するどころか、将来的に健全な運営も危ぶまれると危惧
しています。
　会員数も平成20年度には87.2％であった協会入会率は、令和4年度は67.4％に低下をしている点も見過ごす訳にはいき
ません。（理学療法士協会HPより）
　協会の理念にもあるように、全てのひと（協会員）の健康と幸福を実現する。ために、今一度協会員の声を聞き、柔軟な制
度運営と質の向上、担保に繋げていくような体制、協会員が安心してキャリアアップを目指し協会と共に成長していくよう
な環境のある、そんな協会に体質が変化していくことを期待しています。

12



第40回東海北陸理学療法学術大会
大会長　舟木一夫
準備委員長　吉井秀仁

　「井の中の蛙大海を知らず」ということわざがあります。「視野が狭くありきたりの知識しかない」、「見識が
狭い」というネガティブな意味ですが、このことわざには「されど空の青さ(深さ）を知る」という続きがあり、「狭
い世界だからこそ、地道にその道を究めていけばその世界の深いところまで達することができ、その世界でし
か見られない空を見ることができる」という素敵な意味に変わります。

　不安や悩みを抱えストレスを感じる理学療法士が増加しており、メンタルヘルス不調を軽減することは、今
日的な課題となっています。仕事に関してポジィティブで充実した気持ちになることで不調を軽減し、仕事へ
の満足度が高まるとされています。理学療法士という仕事が充実し、誇りや成長を感じるためには、個人の努
力はもちろん、周りの環境も大きいと考えられます。この学会が、理学療法士の魅力・やりがいを再発見でき、
理学療法士の空の青さを見上げる機会になればと思います。

会員の皆様には、ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

テーマは「空の青さを知る」

来年　2024年　9/7(土)-8(日)

岐阜じゅうろくプラザで40th 東海北陸理学療法学術大会を開催します
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令和5年度　賛  助  会  員
会 社 名 ・ 施 設 名 電 話 番 号

有限会社  加納ビジネス
〒500-8456　岐阜県岐阜市加納大黒町2-32

TEL 058-273-3007(代)

有限会社  中部義肢
〒486-0911　愛知県春日井市西高山町3丁目16-12

TEL 0568-34-7143

岐阜保健大学
〒500-8281　岐阜県岐阜市東鶉2丁目92番地

TEL 058-274-5001

東名ブレース株式会社
〒489-0979　愛知県瀬戸市坊金町271

TEL 0561-85-7355

株式会社  松本義肢製作所
〒485-8555　愛知県小牧市大字林210-3

TEL 0568-47-1701

学校法人誠広学園  平成医療短期大学
〒501-1131　岐阜県岐阜市黒野180

TEL 058-234-3324

中部学院大学
〒501-3993　岐阜県関市桐ヶ丘2丁目1番地

TEL 0575-24-2211

株式会社  ケア
〒502-0848　岐阜県岐阜市早田本町1丁目9番地

TEL 058-233-7981

株式会社  大塚製薬工場
〒500-8856　岐阜県岐阜市橋本町2-20　濃飛ビル9階

TEL 058-227-3811

株式会社  Lee製作室
〒910-0374　福井県坂井市丸岡町北横地40-9

TEL 0776-50-1105

有限会社  であい工房
〒738-0034　広島県廿日市市宮内3300

TEL 0829-39-0041

昭和貿易株式会社
〒550-0002　大阪市西区江戸堀1丁目18番27号

TEL 06-6441-5612
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新型コロナウイルス感染症が5類の位置付けとなり、各地で祭りや花火大会など様々な

イベントが再開し賑わいを取り戻しています。少しずつ元通りの生活が戻ってきていると

思うとワクワクします。一方で「地球温暖化」から「地球沸騰化の時代」と呼ばれ変化し続け

る今日、まだまだ厳しい暑さが続きそうです。みなさまどうかお身体ご自愛ください。（M）
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